
















1936 年 5月 2 日 岩手県一関市で出生 ! 
!学歴 i 
i附年 3 月 岩手県立一関第一高等学校卒業 i 
195 年3 月 明治大学政治経済学部政治学科卒業 ! 
1961 年3 月 明治大学大学院政治経済学研究科(修士課程)経済学専攻修了 i
i附年 3 月 明治大学大学院政治経済学研究科(博士課程)経済学専攻(単 i
i 位修得満期退学)
i職歴
1964 年4 月 高崎市立高崎経済大学経済学部助手 i 
1965 年4 月 向上専任講師(経済学担当)
196 年4 月 前橋市立前橋工業短期大学非常勤講師(経済学担当
l 印畔 4 月 専修大学経済学部専任講師(経済学，現代経済論担当
1970 年4 月 専修大学経済学部助教授(経済学概論，現代経済論担当
1972 年4 月 明治大学政治経済学部非常勤講師(経済学，同演習担当) (1979 
i 年3 月まで)
1976 年4 月 専修大学経済学部教授(経済政策論，寡占経済論，比較経済体 i
制論担当) (現在に至る)
197 年4 月 東京外国語大学外国語学部非常勤講師(経済政策論担当) (193 
i 年3 月まで)
1982 年 8 月 専修大学長期海外研究員としてオーストラリア・ニュー・サゥ;
! ス・ウエルズ大学出張 (1983 年 9 月まで)
1986 年3 月 就職指導委員会委員長 (190 年2 月まで)
416 
198 年 4 月 石巻専修大学経営学部非常勤講師(経済学担当) (202 年 3 月
まで)
197 年 4 月 高崎市立高崎経済大学地域政策学部非常勤講師(経済政策担
当) (203 年 3 月まで)
学会および社会的活動
1963 年 5月 日本経済政策学会会員(現在に至る)
1971 年 3月 日本経済政策学会本部幹事 (190 年 5 月まで)
1974 年 6月 日本経済政策学会理事(現在に至る)
1981 年 9月 神奈川県総合産業政策委員会工業部会委員(1 984 年 3月まで)
1984 年 9月 神奈川県総合計画審議会委員(1 987 年 3 月まで)
196 年 3 月 神奈川県地方職業安定審議会委員(会長) (200 年度まで)




「現代経済学の基礎J (単著，中央経済社， 1972 年)
「利潤論J (単著，同文舘， 1974 年)
「資本主義と社会主義J (共著，日本評論社， 1974 年)
「コメンタール『経済学批判要項jJ (共著，日本評論社， 1974 年)
「経済体制革新のシナリオJ (共著，ダイヤモンド社， 1978 年)
「成熟社会のサーピス産業J (共著，有斐閣， 1982 年)
「高度産業社会と国家J (共著，筑摩書房， 198 年)
「経済体制論J (共著，白桃書房， 194 年)
「比較経済社会システム論J (単著，白桃書房， 205 年)












n産業主義の経済学J 批判序説J (平瀬巳之吉編『経済学・歴史と現代 j，時 1
潮社， 1974 年)
r比較経済体制論の限界と効用J (専修大社研・年報第 7号， 1973 年)
! i経済体制論へのー視点J (専修経済学論集 1-2 号， 197 年)
! rマルクス経済学の拡散と収数J (r 経済評論J 昭和53 年12 月号)
r現代福祉国家の行動と論理J (専修経済学論集 15- 1号， 1980 年)
r日本資本主義論争J (r 経済セミナー」昭和59 年 9 月号)
! r寡占的二重経済と経済政策体系J (専修大社研・年報第 15 号， 1981 年)
r空間の経済学的可能性J (専修大社研・年報第 26 号， 192 年)
r生態経済学への可能性J (専修経済学論集 28- 3号， 194 年)
r経済システムにおける自律と他律J (専修大社研・年報第 30 号， 196 年)
i r~グローカリゼーションの経済学』のためにJ (専修経済学論集 36- 3 
号， 20 年)
r~経済原理主義』対『歴史法則主義jJ (1 ~ 3) (専修経済学論集 37- 3号
~38- 3号， 2003~ 4年)
翻訳
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